
河川の生物調査（50年度）について

要旨

昭和50年に、中川水系11地点について、底生生物

及び浮遊生物の調査、並びに水質調査を行った0　5回に

ゎたる調査結果をもとにして、水質の平均値、及び生物

の平均種数をTableI及びⅡにまとめた0

各地点のBODの平均値を、「環境基準」河川のBO

Dの項と対比し、6類型にあてはめてみると、Tabl

eⅡ「BODによる水質判定」の欄のようになる○

底生生物については、TableⅢ「民生生物にもと

づく水質判定基準」（試案）により、今回の水質を判定

した。全地点とも積麹目を欠くため、A、B、Cのいず

れのラソクにも該当しない。又カゲロウ目を認めるため、

E、F、Gのいずれのラソクにも該当しない。総種数が

10をやや超える地点もあるが、全地点ともDラソクに

位置づけるのが妥当と思われた。

水質の化学分析結果、底生生物の種数、及び浮遊生物

の種数をもとにして、調査項目間の相関関係を調べたo

TableI

河川水質料・工場排水科

今回の調査では、いずれの地点における水質も大差がな

く、分析値の範囲も比較的小さく、しかも水質の各項目

間での相関関係も低かった。しかし、BOD、COD、

アンモニア性窒素、燐酸イオンの4項目の相互の間にお

いて、又PH、導電率、硬度の3項目の問においては、

相関関係があると判断された。この事ほ、中川水系の水

質が、生活排水に類似した傾向をもつものと考えられた8

今回の調査では、BODが2～7ppmの範囲であるに

も拘らず、前回の入間、新河岸川水系の調査の場合より、

水生生物の種数は多かった。今回の調査では、底生生物

と浮遊生物との関連は余りみられず、浮遊生物の総種数

と珪藻の問に、又動物性プランクトソ、藍藻、緑藻の間

に相関かあるとみなされた。前回の入間、新河岸川水系

では、水質と生物種数は関連性が高いので、水質汚濁指

標として相互に役立てることができたが、中川水系では

両者を関連づけることは困難であった。

水質の平均値
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ロ 元 荒 川 ・ 愛 の 橋 1 4　0 ～ 28　5 0 0 1 ′） 0　20 14 ～ 30 以 上 3オ）

2 〃　　　　 八 幡＝　橋 14　0 ～ 29　5 0 11 ～ 0 2 7 2 1～ 30 以 上 24 4 7　3 2　8 3　6 8　0 1 5 0　6 5 1 0　3 7 7

3 〝　　　　 東　 田 堰 15　0 ～ 2 9　0 0 1 3 ～ 0 6 2 17 ～ 30 以 上 26 2 7　0 3　5 5　5 6　8 1 5 0　8 5 7 0　3 貌

4 〝　　　　 中　 島 橋 15　0 ～ 2 8　5 0 0 6 ～ 0 27 20 ～ 30 以 上 2 67 7 1 4　2 5　9 6 1 2 2 0　7 5 9 0　2 80

5 天 商 古利 根 川 ・帯 地 橋 1∠1 0 ′－ 3 3　5 0 11 ～ 0 19 3 0 以 上 260 7　0 1 8 3　3 5　9 4 0　4 48 0　2 86

6 〟　　　　 寿　 橋 13　0 ～ 29　0 0 14 ′－ 0 30 3 0 以 上 23 2 6　8 2　5 5　3 7　0 13 0　3 7 3 0　2 69

7 中　　 川 ・ 門 樋 橋 1 2 0 ～ 2 9　0 0 08 ～ 0　6 0 3 0 以 上 器 3 6　8 4　7 4　9 3　9 13 1 0 7 4 0　5 9 3

8

9

〝　　　　 行 幸 橋 1 2 0 ～ 28　5 0　08 ～ 0　4 0 3 0 以 上 28 3 6　9 6　3 6　8 4　8 n 1 4 7 う 0　5 9 1

〝　　　　 豊　　 橋 1 4　0 ～ 2 8　0 0 13 ～ 0　61 20 ～ 30 以 上 2 47 6　8 3　0 6　8 4　3 19 0　6 57 0．4 7 6

10 ク　　　　 八 条 橋 1 5 0 ～ 3 0 0 0　0 8 ～ 0　3 6 2 1 ～ 30 以 上 28 3 7　0 4　2 6　5 5　3 14 i O 71 0　3 85

n 〝　　　　 潮　 止 橋 14　5 ～ 2 8　0 0 13 ～ 0　26 20 ～ 3 0 以 上 27 8 6　8 3 1 6　3 4 1 19 0　8 66 0　3 83
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Table∬　底生生物及び浮遊生物の平均種数並びに水質判定

ノ拓

底 生 生 物

の 総 種 数
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浮 遊

生物 の

総種数

浮 遊 生 物 の 種 数 珪 藻

総種数

× 100
（舜）
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による

水 質
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物 に よ

る水 質

判 定

環境基

準類型

琴 攣性

フフ ソ
ク トン

藍　 藻　 緑　 藻 珪　 藻宿題 目 カゲ ロウ月 毛　 竣　 目

ロ 12 0（8 ～ 18） 0 0 8 （（トノ2 ） 0 57　6 15　2 4　8 11 8 3 6　2 62　8 D D C （D ）

2 15 0（9 ～ 22 ） 0 2 4 （1～4） 0 8（0 ～ 2） 68　2 11 4 7　4 7　6 41 8 61．3 C D C （D ）

3 9 4（5 ～ 12） 0 1 8 （0～4 ） 0 6（0 ～ l） 54　8 5　2 6　2 8　6 34　8 63　5 D D C （D ）

4 7 8（5 ～ 12） 0 0 6 （0～1） 0 84　8 18 8 1 5　0 16　6 4 8 8 5 7　5 D D C （D ）

5 12 0 （7 ～ 17） 0 1 0 （0～2 ） 0 74　5 19　0 4　3 14　5 36　8 49　4 B D C （D ）

6 iO 8（7 ～ 14 ） 0 1 4 （0～3） 0 90　8 22　2 7　4 21 2 4 0　0 4 4 1 C D C （D ）

7 10 5（7 ～ 14） 0 0 4 （0～1 ） 0 67　0 16　8 7　0 11 0 3 2 3 4 8　2 D D C （D ）

8 11 5（7 ～ 15） 0 0 6 （0～1） 0 78　0 21 5 7　5 12　3 3 6　8 4 7　2 E D C （D ）

9 IO O（8 ～ 13） 0 1 2 （0～2 ） 0 4（0 ～1） 70　0 21 0 6　6 12　4 3 1 0 4 4　3 C Ⅰ） C （D ）

10 12 0（5 ～ 17 ） 0 0 4 （0～り 0 79　6 17　6 7　4 21 4 3 3　2 4 1 7 D D C （D ）
円 Ⅰ2 8（11～ 15） 0 0 6 （0～2） 0 80　4 15　6 8 0 2 6　4 3 0　4 37　8 D D C （D ）

染 （ ）は環境 基準額 型 A A ～E をA ～F とした毛のである0 すなわち判 定の様 との比較には （ ）内の ランクを　使用す る。

Table　Ⅲ　底生生物にもとづく生物学的水質判定基準

階　 級 基　　　　　　　　　　　　　　　 準

A 総種数 ＞ 2 0 。 積麺 目の積数 ≧÷ ヵゲ ロウ 目の種数

B 総種 数 ＞ 2 0 。積麺 目の種数 が きわめ て少な い。

C 総種数 ＞ 2 0 。積短 日の種数 が きわめ て少 ない。

D 総 種数 ＞ 1 0 0　カ ゲロウ 目、 毛趨 目の種数が きわ めて少・ない。

E 総種 数 が きわ めて少 な く、 カゲ ロウ目、毛麹 目 を欠 く。

F 総種 数 が きわ めて少 な く、ユ ス リカ幼虫他 1 ～ 2 種 のみ を認 める。

G 底生 生物 を全 く認 めない。
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